「働態研究の方法」出版企画の原稿募集

人類働態学会「働態研究の方法」出版ワーキンググループ　
（小木和孝、大塚柳太郎、久宗周二、松田文子）
　人類働態学会における最近の成果をまとめて今後の研究の進展に寄与するために、「働態研究の方法」出版を企画しています。最近の働態研究のなかから学会内外に報告して交流したい成果について、学会員から投稿していただき、統一した書式でホームページ上に公開し、刊行物として出版します。学会員のみなさまの積極的なご投稿をお願いします。
　人類働態学会の活動は30余年にわたり、多くの成果が重ねられています。この成果を通じて、「人間の日常の労働や生活行為を人間の生きざまの現実的姿として捉え、客観的観察を行い、深い洞察を試みようとして人類働態学が生まれました」と学会ホームページにあるように、人間の日常の労働や生活行為を捉える視点をはぐくんできました。ご参考までに、＜参考資料＞を付します。この視点を生かした研究方法とその成果について、分かりやすくまとめて報告し合うことを目標に、この出版を企画しました。人類働態学会の実績を学会の内外の方々に広めると同時に、互いに啓発することができると期待しています。
次の要領で、働態研究領域の最近の成果を別紙の投稿規定に従って投稿してください。

1． 投稿内容：　最近の研究成果のなかから、働態研究分野から学会内外に報告して交流したい成果を1編以上を選んで、統一書式に従ってわかりやすくまとめて投稿してください。論文等としてすでに刊行ないし投稿したもの、学会に報告したものでも、その内容を簡潔にまとめ直して紹介するかたちで投稿してください。（ユニークな研究方法や成果、今後の研究に参考になると思われる結果や事例の報告、知らせておきたい生活場面や集団についての報告など、成果の理解と交流によい題材であれば、特に歓迎します。）　　―　会員のみなさまから各1編以上、可能なら3編ぐらいまでの投稿を期しています。

2． 投稿の範囲：　会員の判断で本企画にそっていると判断される内容であれば、投稿の範囲は問いません。原著に当たる内容を持つもの、研究の視点や方法に力点をおいたもの、調査事例や実践報告に当たるもの、問題解決を扱うもの、働態研究の関連分野との接点を対象としたものなど、いずれも本企画にとって適切な範囲に当たります。
3． 投稿形式：　別記の投稿規定の書式の枠内にＡ４版で４ページ以内に書いてください。分かりやすい表題を付け、ねらい300字程度と本文1500ないし3000字程度で構成し、参考文献10編以内を付してください。全体でＡ４版で４ページの枠内に収まる範囲で図表を含めることができます。
4． 投稿期限：　２００７年６月３０日

5． 投稿先：　次のＥメールアドレス宛に添付ファイルとして送付してください。

houhou@humanergology.com
＜参考資料＞
募集にあたって　－働態研究の視点－

小木和孝
（以下は、「働態研究の視点」として人類働態学会会報第81号に掲載されたものです。この出版企画が企図する働態研究における方法と成果を検討するご参考までに再掲します。）

１．働態研究の存在感

働態研究の歩みに確かな存在感を感じます。働態研究にすぐれた視点が育っていて、教えられるところが大きく、国際的な同様な流れと共通の基盤があると感じています。

働態研究における私たちの共通する視点は、「人間の日常の労働や生活行為を人間の生き様の現実的な姿として捉え、客観的な観察を行い、深い洞察を試みようとして人類働態学が生まれ」たとの表現（人類働態学会ホームページ）にそれなりに集約されています。受け取り方に異同はあるでしょうが、ごく普通の「労働と生活行為」を「観察と洞察」を基盤に捉えていく点に意義が感じられています。

営々とした人間の営みはたしかにごく「日常」的なものですが、継承性と変容を伴って展開されているのが現実です。そうした営みは、単に環境変化に反応したものではなく、生活目的に沿った意図的な「行為」として行われるので、当然に生物学的生態学的裏づけがあり、多様な可能性があります。そうした変容する「行為」を観察して、どういう経緯で継承し変容していくかを記述し、伝えていく領域が働態研究です。

２．多いヒント

働態研究のなかから、事実、納得できるヒントが多く報告されています。人類働態学会に限っての30余年の豊富な報告からも、働態研究の存在感を示す成果を多く指摘することができます。身近な例として、日常生活の中にみる適応姿勢や動作や周期性のもつすぐれた生活原理、加齢や生活障害や情報化･機械化･都市化のもとでの適応度の高い行為へのヒント、「科学的」な細分技術の行き過ぎた利用への批判が、とりわけ挙げられます。

多彩な関連分野における成果にも実に多数の類似例があり、多くの環境･製品･システム設計、問題解決、研究進展例が知られています。ただし、この日常の「労働と生活行為」の観察を基盤とする研究が、いつも働態研究領域の名のもとに行われているとは限らない点は、記銘しておきたい点です。近年の多くの「労働と生活行為」研究は、生理心理、行動と体育、生態、安全保健、人間工学、福祉、設計など多彩な分野で行われていて、働態研究との接点が実に多くあります。働態研究のもつ特性をその多くが共有し、交流しあっており、それが今の働態研究のすぐれた面です。この潮流は国際的にも広まっています。

　働態研究に基づく人間の生活行為の多様性の指摘と科学的管理手法批判とに学んで､行為とその環境の理解が深化しつつあるとの実感があります。安直設計されたインターフェイス環境や見掛け倒しの大規模システムや自動回転ドアなどがそうした深化した理解なしに持ち込まれていることへの批判は、働態研究の存在感を浮き彫りにしています。現代の環境･製品･システム設計の問題点も、これら行為特性についての知見とヒントが解決に役立つことが常識となっています。交通と労働と生活の安全保健、重大事故防止、危機管理、ユニバーサルデザイン、多様化のもとでのディーセントワークや共生生活向上、国際協力に、この新しい常識と知見が欠かせません。

４．方法と成果の共有

　働態研究の方法にどういう特徴があるかは、研究内容に当然に規定されるので、多様性を捨象して一般化が可能であるほどには、私たちの知見と経験は進んでいません。生活行為の技術や問題解決についての私たちの知識は、一定の蓄積があるにしても、多様で変革していく生活様式についてごく部分的にデータを集積したに過ぎません。この点で、データ集積の段階は、人類の個体群生態学のそれと同様にまだ限られたものです。しかし、データの収集についてやその限られたデータを生かした問題解決への寄与については、成果を共有する努力もかなり広く行われてきています。国際的にも行われています。

　そのよい例が、個々の生活圏における人間特性に見合った作業の分析、作業関連要因による安全健康問題の原因調査、生活と作業改善の事例研究、集団特性別の問題解決などの経験です。実態に合わせた観察、日間なり週間なり年間なりの短期長期生活周期にそった機能リズムデータ収集、働きざまの変容に応じた行為特性や影響変化の連続観測、チームワークや多様性集団での適応調査などで地道なデータ収集が興味ある成果をもたらしています。また、より安全に、より健康に、あるいはより良好に仕事し生活するための環境･製品･システム設計の知見も少なくありません。それらの知見は、働態学領域の成果として報告されていなくても、ここで述べている働態研究の潮流をよく反映しているものが少なくありません。

　日常生活の実態に合わせた問題解決では、モデル化よりも参加型改善指向の活動によって、豊富な経験が重ねられているのは、その1例です。参加型研究が働態研究とその近隣領域に多いのも事実です。そのごく一端が参加型改善にそくして開発されている各種のアクションチェックリストですが、これも働態研究とその近隣領域に多いのです。

　ここでもエコロジー領域との接点が関心をもたれます。生態系研究では、生物群集とその環境とをまとめて、それらを相補的に機能している一つの系として捉えることに関心を寄せます。それをもとに、人類生態学では、さまざまな生活圏内の個体群についての生態研究を重要な内容としています。一方、働態研究では、同様にさまざまな生活圏内の個体群についての生活行為特性とその短期長期変容を捉えて、それが個体群としての適応にどう関連するかに大きく関心を寄せます。多様性検索や参加型改善に関心が深いのは、当然といえます。

　働態研究の課題は、一様ではありませんが、こうした特徴的な方法と成果によいヒントがあるとみたいと思います。明確に指摘できる共通課題としては、さまざまな生活圏で多様にみられる良好適応とその変容ぶりからみた改善検索がまず挙げられます。働態研究とその近隣領域でその方法と成果例が多いことは強味となりそうです。有効な方法、成果をできるだけ生活圏実例について交流していくことが、働態研究にとって、その存在感を生かす手立てになると考えています。

投稿規定

１）原稿の形式（Eメールに添付して送付するさいのファイルの形式）と長さ
原稿はMicrosoft-Wordを用いたファイルとして作成してください。Microsoft-Wordの使用が困難な場合は、テキストファイルでも受理いたします。

Ａ４版で、なるべく添付の書式にそった枠内に入れて、合計４ページ以内としてください。図表はこの範囲で数枚まで入れてください。表はMS-Wordによるものか、Microsoft Excelで作成したものを推奨します。表の番号とタイトル、説明は表の中に含めて書き、図の番号とタイトル、説明は図とは別にその下に書いてください。
	会員宛に、投稿の参考となるように、ワーキンググループのメンバーが作成した投稿サンプル4編を郵送しました。サンプルは、この投稿規定にそって書かれていますのでご参照ください。


２）原稿の構成
構成要素は以下の通りです。
・表題（表題は具体的な対象や方法等を記し、ねらいが分かりやすいようにしてください）
・著者名、所属、筆頭著者E-mail

・キーワード（５つ以内）

・ねらい（300字程度）

・本文（1500字から3000字程度、図表挿入可）
・まとめ（300字程度）

・参考文献（10編まで、少なくとも数編）
３）フォーマット

・余白は、上下左右30mmとしてください

・文字サイズとフォントは、明朝体で10.5ポイントにしてください（１ページ36行・40字を原則とします）
・ページ番号を付記（フッター中央）してください
・著者氏名、所属が複数の場合は、著者氏名のあとに上書き数字を付し、所属をこの上書き数字別に書いてください。海外の著者の氏名と所属は英文で記載ください。
・「キーワード」は、読者に分かりやすいものを5つ挙げてください。

・「ねらい」は、読者との交流を念頭に入れ、親切に書くつもりで簡潔に書いてください。

・「本文」の小見出しは、多すぎない範囲で、適宜、付けてください。
・「まとめ」も読者にわかりやすいように、特徴となる点を挙げてかいてください。
・「参考文献」は、ぜひ挙げてください。ただし10編までとします。
・図表の文字は、10Ｐ以上（ゴシック体）としてください

・文体は敬体（です・ます調）としてください
これらの詳細は、サンプルをご覧ください。

４）締め切り
・投稿の締め切り　2007年6月30日

５）留意事項
・編集方針にのっとり、ワーキンググループにより一部を編集をすることがあります。

・本編に投稿された原稿をもとに、他の論文に投稿されても構いません。

・すでにＪＨＥなど学術誌に掲載または投稿された論文を、再編集されて投稿しても差し支えありません。
・著者には原則として会員が１名含まれることとします。

・図はJPEG, TIFF,GIFのいずれかで作成してください。図を電子ファイル用に作成できない場合には遠慮なくワーキンググループまで相談してください。
・図には縦線の区分線を入れないでください。
・図は、本文に含めるか本文中に位置を指定するほか、別のファイルにして添付してください。
６）その他

上記に該当しない事柄に関しては、ＪＨＥの投稿規定を参考にしてください。
また、ご質問がある場合、原稿作成について相談したい場合は、ご遠慮なくワーキンググループに連絡してください。

７）投稿期限

2007年6月30日です。
この期限について特にご事情のある方は、あらかじめご連絡ください。
７）投稿原稿送付先

Eメールで原稿を添付して　houhou@humanergology.com　までご送付ください。
人類働態学会「働態研究の方法」出版ワーキンググループ　は次の4名です。
小木和孝、大塚柳太郎、久宗周二、松田文子
連絡先：houhou@humanergology.com
次の2ページがMicrosoft-Wordによる投稿フォーマットです。枠をご利用ください。

「働態研究の方法」への投稿（10.5Pで最大４ページまで）
	表題：
	

	著者：
	

	所属：
	

	筆頭著者Ｅメール
	


キーワード（5つ）
	


ねらい（300字）
	


本文（1500～3000字、図表挿入可）

	


まとめ（300字）
	


参考文献（10編以内）
	※参考文献・引用文献の記述方法

Journal of Human Ergologyに準じます。文中での引用の必要はありません。原則的に、著者名、発行年、タイトル、雑誌名、巻：ページの順に並べてください。

いくつか、例を書きますので、併せて参考にしてください。これらに該当しないものに付きましては、原則に準じる形で記述ください。

１）論文の場合

小木和孝（1961）航空管制官の疲労自覚症状．労働科学，37(6):135-145．

Maeda, A, Ebashi, H, Nishizono, H, Shibayama, H, and Tanaka, M (1998) Influence of landing on

the supination and pronation in the foot joint. J. Human Ergol., 27:1-8.

２）学会発表の場合

久宗周二，加藤和彦（1999）船員労働の人間工学的研究Ⅰ－まき網漁業における漁ろう作業の動作分析－．日本航海学会講演会論文集，111：327-334．

Mizuno, Y, Matsuda, F, Misawa, T, Kimotsuki，K (2003) The effects on the night shift by difference in working form of female workers engaged in shift system- targeting nurses and care workers -. 17th Asian Conference on Occupational Health，253－254.

３）書籍の場合

大塚柳太郎（2004）地球に生きる人間　その歩みと現在．小峰書店．

Ulijaszek, SJ (1995) Human Energetics in Biological Anthropology. Cambridge University Press,

Cambridge.

４）章の場合

岸田孝弥（2000）現代アジアにおける労働安全衛生，高崎経済大学附属産業研究所（編）「現代アジア」のダイナミズムと日本―社会文化と経済開発，日本経済評論社：pp.295-330．

Kalimo, R, Lindstrom, K, and Smith, MJ (1997) Psychosocial approach in occupational health.

In: Handbook of Human Factors and Ergonomics, ed. by Salvendy, G, John Wiley & Sons Inc.,

New York: pp.1059-1084.
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